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1．はじめに

　近年、大学・大学院へ進学する聴覚障害者が急増してお

り、特に支援が困難な理工系、医学系への聴覚障害者への

情報保障体制の整備は急務である。このため、これまで我々

は手話通訳やリアルタイム字幕、要約筆記などの情報保障

により、講義情報を保障する研究を進めてきた。しかしこ

のような従来の情報保障方法だけでは解決できない問題が

あることがわかってきた。

　聴覚障害学生は全ての情報を視覚より得ているため健聴

の学生のように聞きながらノートをとる、資料を見ると

いった行為ができない。このため、講義中は講義内容を目

で追うだけで精一杯であり、講義の全体像や他との関連性

の把握、構造化が非常に困難である。このことが高等教育

での内容理解に大きな影響を与えていると考えられる。ま

た、聴覚障害は情報障害であるために、ある特定の分野

の情報が欠落している場合がある。このような場合、講義

でベースとして利用している専門用語の意味把握が曖昧で

あったために、内容理解が十分に進まないという問題が起

きる。

　このため、我々は専門用語の意味や関連性が把握できる

よう支援するキーワード可視化方法、ならびに講義中に活

用できるキーワード入力方法を検討し、大学の講義等にお

いて聴覚障害学生を支援するキーワード提示システムを開

発しようとするものである。

　キーワードだけでなく同時にキーワードの意味や関連語

を提示することにより、

　　●　手話や指文字と専門用語との対応が明確になる

　　●　専門用語の表記や意味の確認ができる

　　●　これまでの講義内容や他の講義との関連性の把握

が容易になる

ことが期待される。

　キーワードの可視化に関する従来研究としては、キー

ワード間の関連を可視化する手法として、データ検索の観

点から多くの研究がなされている [1].  また、知の構造化の

観点からシラバスの可視化として受講可能な科目間の関連

を 3次元座標軸上に対応付け可視化した試みがある [2]. ま

た、コンピュータを用いた概念マップのツールやその教

育的効果については ,これまでも研究がなされてきている

[3]。

　これらの例では、関連を正確に把握できるようにするこ

とが目的であるため、一瞬にして把握できるものではない。

これに対して、本研究では講義資料や手話、字幕等を同時

に見ながら講義理解の一助となるようにキーワードを用い

るものであり、一瞥して内容を把握できることが重要であ

る。

　本研究では、講義中にキーワードを入力、表示する基本

システムを開発すると共に、リアルタイムに新しいキー

ワードが加わっていく講義という形式において、聴覚障害

者が瞬時に把握しやすい可視化方法、講師に入力負担の少

ない入力インタフェースを検討しようとするものである。

2．情報保障とキーワード提示の試み

　聴覚障害者に対する情報保障としては、手話による情報

保障に関する研究や、リアルタイム字幕やパソコン要約筆

記等の字幕による情報保障の研究が行われている。これら

の研究に対して、我々はキーワードに着目して研究を進め

てきている。

　これまでの我々の研究において、講義内容のキーワード

聴覚障害学生のための講義におけるキーワード提示システムの検討

筑波技術大学 産業技術学部産業情報学科 

加藤伸子　若月大輔　河野純大　村上裕史　内藤一郎

要旨：大学等の高等教育における講義において、専門用語等のキーワードを随時学生に提示することにより聴

覚障害学生を支援するシステムについて検討を行っている。講義中にキーワードを表示することで、手話や指

文字と専門用語との対応が明確になることが期待される。さらに、キーワードの意味や関連語を提示すること

で、専門用語の意味の確認、これまでの講義内容や他の講義との関連性の把握が容易になることが期待される。

このキーワード提示システムにおいては、キーワードの可視化方法の検討と、キーワード入力方法の検討が必

要となる。本稿では、専門用語の意味や関連語の表示を可能とするキーワード提示システムの基本構成と、今

後の課題について述べる。 

キーワード： 情報保障、聴覚障害学生、講義保障、手話、関連語



2

を情報保障者や聴覚障害学生にリアルタイムに表示するこ

とで講義内容が把握しやすくなることが明らかになってい

る。

　　●　遠隔手話通訳を用いた講義支援における実験：授

業内容のキーワードをリアルタイムに表示することで手話

通訳者が授業内容を把握しやすくなることなどが示された

[4][5]。また、キーワード付手話通訳映像を聴覚障害学生に

提示したところ、授業内容を把握しやすくなることが示さ

れた [6][7]。

　　●　パソコン要約筆記を用いた講義支援における実

験：パソコン要約筆記の入力者に対して、キーワー

ドを提示した結果、専門の講義での入力が容易に

なることが示された [8]。

　　●　遠隔リアルタイム字幕を用いた講義支援における

実験：遠隔地で文字入力を行っている字幕入力オ

ペレータに対して、キーワードを提示した結果、

専門用語の入力間違いが削減されることが示唆さ

れた [9] 。

　　●　エアロビクス授業支援における実験：エアロビク

ス授業支援システムでは、リズムを伝達するため

のCGと共に、次の動作を伝達するためのキーワー

ド表示が有効であることが明らかになった [10]。

　以上のようにこれまで様々な場面においてキーワードの

有効性を検証してきたが、これまではキーワード入力オペ

レータがキーワードを入力する方法で検討を行っていた。

講義において講師が利用することを考えた場合には、

　　●　キーワード単独での表示だけでなく、キーワード

の意味や他のキーワードとの関連性を表示する

　　●　キーワード入力オペレータを必要とせず、講師本

人が単独で利用できる入力する

ことが必要である。特に、人的資源の問題は大きく、実際

の大学の講義において講義に補助者がつくことは稀であ

り、本研究ではキーワード入力オペレータがいない場面に

おいても対応可能なシステムを目指す。

3．キーワード提示システム基本ユニットの開発

3.1　システム構成

　現在開発中の講義におけるキーワード提示システムのシ

ステム構成図を図 1に示す。サーバー、クライアントから

なり、講師がサーバーを利用し、学生がクライアントを利

用する。利用方法としては、クライアントを 1台としてプ

ラズマディスプレイにキーワードを表示し全学生で同じ情

報を共有する場合や、学生各自のノート PCをクライアン

トとし、各学生が自分に適した表示方法でキーワードを表

示する場合等が考えられる。

　サーバーではキーワードの入力、辞書検索、関連語検索

を行う。サーバーは検索終了後、LANで接続されたクラ

イアントにキーワード、意味、関連語のデータを送信す

る。クライアントではサーバーより受信したデータを表示

する。接続できるクライアント数は最大で 128台である。

3.2　サーバー側システム

3.2.1　サーバ側システムの動作

　サーバー側システムの動作を以下に記す。

（1）キーワードを入力することにより、辞書から該当する

意味を検索する。また、関連キーワードをキーワード

テーブルから獲得する。

（2）検索された結果及び関連キーワードをクライアント側

に送信する。

3.2.2　 辞書データ

　辞書として、EPWING形式の電子辞書を利用する。辞

図 1 キーワード提示システムの基本構成
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書内の検索には DDWin[11]と連携で行う。DDWinでは複

数の辞書をまとめて一度に検索する串刺し検索が可能であ

る。

3.2.3　関連語データ

　関連語管理ファイルは、キーワード、関連語、関連度を

カンマ区切りで指定したファイルであり、関連語を表示す

る場合には、関連度の強い語を優先して表示するものとす

る。関連語データの例を図 3に示す。

3.2.3　キーワード検索のタイミング

　キーワード検索のタイミングとして、以下の 3つの方法

をサポートしている。

　1．検索ボタンを押したとき

　2．コピーバッファにコピーしたとき

コピーバッファによる検索方式を採用したことで、講義資

料中の単語をキーワードとして用いる場合にすみやかな検

索が可能になる。

3.2.4　検索結果の送信

　検索結果を接続中のクライアントに送信するには、自動

送信と、手動送信の 2通りの方法がある。送信する項目は、

キーワード、意味、関連語のうち設定されているものとす

る。

　　●　自動送信：検索を実行した際に、検索結果を現在

接続中の全クライアントに自動で送信する。

　　●　手動送信：「送信」ボタンを押すと、クライアン

ト表示エリアにおいて選択されているクライアン

トにのみ送信する。また、「全員に送信」を押すと、

全クライアントに送信をする。

手動送信では、講師が検索内容を確認したのちに送信する

ため、誤送信を防ぐことができる。

3.3　クライアント側システム

3.3.1　クライアント側システムの動作

（1）サーバー側より受信したデータをキーワード、意味、

関連語に分解し、各々キーワード表示エリア、意味表示エ

リア、関連語表示エリアにそれぞれ表示する。

（2）サーバー側が起動されていない場合、定期的にサーバー

への接続を試み、自動で再接続を行う。

3.3.2　受信項目の設定

　キーワード、意味、関連語のうち、何を表示するかにつ

いては、設定ファイルにて個別に設定が可能である。この

ため、学生は各自の要望に応じて、表示設定を切り替える

ことができる。

4．今後の課題

　キーワード提示システムにおいて、今後次の 2点が必要

となる。

4.1　表示方法の検討

　現在のキーワード提示システムにおいては、1個のキー

ワードを提示するだけであるが、専門用語を聴覚障害学生

に表示するためには、様々な表記方法の検討が必要である。

　　●　日本語の場合、読み、対応する英語

　　●　英語の場合、カタカナ表記、対応する日本語

　　●　略語の場合、読み、元の単語列

　聴覚障害学生の場合には、漢字とその読み、英語表記と

図 3　関連語データの例

図 4　クライアント側システムの画面

図 2　サーバー側システムの画面例
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カタカナ表記が必ずしも対応がとれていない場合が多く、

キーワード提示システムはこの確認にも有効であると考え

られる。

　また、関連語の表示においても、マップ表示方式など関

連度を反映できる表示方式の検討を進めている。

4.2　入力方法の検討

　現在はキーボードから単語を入力する方法をとっている

が、講師が講義中にキーボードを利用すると講義の中断が

増えることが懸念される。キーワードの入力を少しでも迅

速に行うために、

　　●　パネル選択方式

　　●　音声入力方式

などの利用が期待される。

　エアロビクスの授業ではーワード表示の即時性が重要で

あり語彙数を限定できることから、パネル選択方式のキー

ワード入力システムを試作し、実験を行っている [10]。し

かし通常の講義では、講義に必要な専門用語の語彙数が、

一画面に用意できるパネルの数を超える場合に、どのよう

にパネル上の単語を切り替えてゆくかという検討が必要で

ある。

　また、音声入力方式の場合には、復唱者なしにキーワー

ドのみを効率よく入力するために、入力タイミングの指示

などの方法を検討中である。

5．おわりに

　高等教育に適した聴覚障害学生へのキーワード提示シス

テムについて述べた。講義中にキーワードを表示すること

で、手話や指文字と専門用語との対応を明確化できるだけ

でなく、キーワードの意味や関連語を提示しながら講義を

進めることで、専門用語の表記や意味の確認、これまでの

講義内容や他の講義との関連性の把握が容易になることが

期待される。

　今後、キーワードや関連語の表示方法や入力方法の検討

を重ねる予定である。
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